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はじめに
　筆者は、関西大学在学中、インド共和
国ウッタル・プラデーシュ（ＵＰ）州シ
ュラーヴァスティー県に所在するサヘー
ト・マヘート（祇園精舎・舎衛城）遺跡
の調査に携わった。この調査でサヘート
遺跡出土瓦の資料整理、またマヘート遺
跡で瓦倉庫を調査するに及び、類例調査
の必要性を認め、その集成を始めた［大
谷１９９８］。しかし、その作業は思うよう
に進まなかった。煉瓦とともに屋根瓦は
出土遺物としてあまりにも一般的すぎる
ため、その出土は記載されるものの、図
版あるいは数値が掲載されれば御の字と
しなければならない現状にある。こうし
た事由により、瓦資料集成の必要性をさ
らに痛感したことから、小論はその集成
の一環として現代の瓦や出土した瓦関係
資料に関して平瓦を中心として紹介することを目的とする。
１．遺跡出土の瓦関係資料
Ａ．古代の瓦と関連資料
　①　サヘート・マヘート遺跡出土瓦（第２図・第７図１４，写真１）
　古代インドの遺跡から出土する最も一般的な形態（「古代インド様式①」と呼ぶ）である。平瓦
のほかに棟瓦（丸瓦）、妻瓦などが出土している。
　まず、その平瓦について、特徴を概観する。色調は赤褐色～橙色を呈する。その形態は平板な
長方形であるフラットタイル的な特徴と、平瓦と丸瓦の機能を併せ持つ桟瓦的な特徴も有する。
　表面（上面，写真１左）は２～４条の水切り溝が施されており、また一番左側の溝はほかの溝
に比べて幅が広く、瓦尻（図面上部）まで施されている。後述するネパールの現存寺院の事例か
らも明らかなように、裏面（下面，写真１右）の溝と重ね合わせるためである。瓦頭は全体的に
強くナデられており、雨水を流し易くするように工夫されている。瓦尻付近のほぼ中央に釘穴が
穿孔されている。この釘穴は１・２孔があり、２孔のものはサヘート遺跡で２点出土したのみで
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第２図　インド亜大陸瓦関係資料①
ある②。この釘孔周辺には穿孔以前に横ナデが施されており、水切り溝の上部もナデ消されてい
る③。このナデ消しは葺瓦時により密着性を高める工夫と推測する。
　裏面（下面）には重ね合わせのためのＵ字形の溝が一条形成されている（写真１右）。全体的
に表面と比べて調整が粗雑である。
　つづいて、両遺跡から出土した瓦は大きさから２群（Ａ群・Ｂ群）に大きく区分することがで
きる。Ａ群（大型）の平瓦は、サヘート遺跡報告［網干・薗田編１９９７］で「大型」と「中型」と
した平瓦、マヘート遺跡報告［網干・高橋編２０００］で「Ⅰ類（群）」とした平瓦である。第２図
にサヘート遺跡出土瓦（１）、マヘート遺跡出土瓦（３）を図示した。法量は、長手長×短手幅×
厚さの順で、（２５．０～３０．０）×（１４．０～１７．０）×（１．０～３．０）㎝を測り、重量は１．１～１．４㎏を量
る。長手と短手の割合は２：１である。水切り溝の条数は２～４条であり、その長手長に対する
割合はほぼ１：２である。
　一方、Ｂ群（小型）の平瓦はサヘート遺跡報告で「小型」、マヘート遺跡報告で「Ⅱ・Ⅲ類
（群）」とした平瓦であり、サヘート遺跡出土瓦（２）、マヘート遺跡出土瓦（４・第７図１４）を
掲載した。法量は２０．０前後×（１０．０～１３．０）×（１．５～３．０）㎝、０．５～０．８㎏を測る。長手と短手
の割合は２：１あるいは３：２である。水切り溝は基本的に３条であり、その長手に対する割合
は１：２以下である。
　ここで、胎土・焼成に関してＡ群とＢ群を比較すると、『マヘート遺跡概報』［網干・高橋編
２０００］でも記述されているように、胎土はＡ群のほうが緻密であり、焼成もＡ群のほうがより堅
固である。Ｂ群は胎土に植物繊維が多く含まれており、焼成もやや不十分なものや過度の被熱を
受けている個体が目立つ。また、Ｂ群の方が水切り溝の条数が少なく、全体的な調整も粗雑であ
り、簡略化・粗雑化が目立つ。
　最後にサヘート・マヘート遺跡出土瓦の時期を見ておくと、Ａ群が紀元前後～紀元後３世紀
（シュンガ朝併行期～クシャーン朝併行期前半）に比定できる層位からの出土が多く、Ｂ群が３
世紀～６世紀（クシャーン朝期併行期後半～グプタ朝併行期）に位置づける層位からの出土が多
い。したがって、共伴した事例が現状では確認できないためＡ群とＢ群の併行関係については明
らかにすることはできないが、サヘート・マヘート遺跡の調査成果からはクシャーン朝併行期後
半に大型から小型へと変遷したことが判明する。
　②　マトゥラー遺跡出土浮彫とソーンク遺跡出土瓦
　マトゥラー遺跡出土浮彫（第３図５，写真２；マトゥラー博物館所蔵・展示）
　マトゥラー遺跡からは莫大な数量の浮彫が出土しているが、そのうちの一つの浮彫に瓦葺建物
が彫刻されている［Mani１９８７：PLⅡｂ］。紀元前後の建物で上屋構造が残存する事例が存在しな
いこと、瓦の出土状態からもその葺瓦法が不明である点から、古代インドの瓦葺状態が判明する
貴重な資料である。
　この浮彫に表現された建物は城壁を表現したものとされ、このうち瓦葺建物は城壁内部に表現
された３棟の大型建物のうち、その中央の建物である。この瓦葺建物の上屋構造は切妻構造、勾
配屋根であり、平瓦が５段（各段に表現された瓦の枚数は軒先から棟へ５・６・７・６・７枚で
ある）表現されている。瓦の形態は横長の方形として表現されているが、これは作者が利足のみ
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写真１　サヘート遺跡出土瓦（１：４ca）　上：中型　下：小型
を表現したものであることから
実際の瓦が横長であったと断言
できず、重ね合わせを考慮する
と縦長であった可能性が高い。
　葺瓦法は千鳥状に葺かれる鱗
葺を表現している。残念ながら
棟や妻の瓦の納め方は表現され
ておらず、また丸瓦が使用され
た痕跡は確認できない。この浮
彫が製作された年代は、クシャ
ーン朝期に比定されている。
ソーンク遺跡出土の平瓦
　（第３図６・７）
　マトゥラーの３５km西南に位
置するソーンク遺跡［Hartel 
１９９３］では、サヘート・マヘー
ト遺跡と同形態の「古代インド
様式」の平瓦が丸瓦や妻瓦など
と共伴して出土している。
　出土した平瓦の法量は（３２．０
～３５．０）×（１９．０～２２．０）×（１．９
～２．３）㎝、長手と短手の比率
は約３：２である④。
　表面は水切り溝の本数が４～８条であり、水切り溝の長手に対する割合は３：４であり、瓦尻
付近の１／４がナデ消されている。このナデ消した部分に釘孔が穿孔されるものがあり、無孔・
１孔・２孔が存在する。水切り溝の右側はナデ調整が施されている。
　裏面は報告書に表面しか掲載されていないこと、葺瓦状態を復元した図面にも表現されていな
いことから詳細は不明であるが、報告書［Hartel１９９３］３９頁第４１図には瓦の出土状況が確認で
き、裏面には１条の溝を確認することができる。また、平瓦と推測する小破片（同４６８頁第３０図
５）は裏面が掲載されており、この瓦には溝が確認できる。したがって、法量や水切り溝の条数
は異なるが、その特徴はサヘート・マヘート遺跡で出土した平瓦と一致する。
　ソーンク遺跡出土瓦の年代は、紀元前１世紀に比定されるミトラ系王朝期の層位からの出土で
あり、その時期に供用されたものである。
マトゥラー遺跡出土浮彫の瓦表現とソーンク遺跡出土瓦の比較
　マトゥラー遺跡から出土したクシャーン朝併行期に位置づけられる平瓦は矩形であり［IAR 
１９７６７７］、法量が３２×２０×２㎝を測る。写真等が掲載されていないため断言できないが、その
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写真２―１　マトゥラー遺跡出土浮彫
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第３図　インド亜大陸瓦関係資料②
法量・形態はソーンク遺跡で出土したミトラ系王朝期の瓦とほぼ同形・同大であることを考慮す
ると、ガンジス川中上流域では紀元前１～紀元２・３世紀にかけて、ソーンク遺跡で出土した形
態・法量と同様の平瓦が使用されていた蓋然性が高い。
　一方、マトゥラー遺跡で出土した、クシャーン朝併行期に位置づけられる浮彫の瓦葺建物に表
現された瓦は矩形であること、また現状では紀元前後に使用された他の形態の瓦は確認されてい
ないことを考えると、ソーンク遺跡で出土した平瓦と同形態のものを葺いた状態を表現した浮彫
と考えることができる。
　Ｂ．中世の瓦と関連資料　―　オリッサ州コナーラク遺跡出土浮彫とラトナギリ遺跡出土瓦　―
　コナーラク遺跡出土の浮彫（第４図８，写真３）
　デリー国立博物館が所蔵する、オリッサ州コナーラク遺跡出土の「King Narasimha as an arch」
と銘打たれた浮彫がある。この浮彫の上部に２階建ての建物が彫刻されており、その屋根に瓦の
表現が確認できる。この建物は寄棟構造の２階建てであり、３つの連接する建物が描かれてお
り、中央の建物の棟には頂華が３つ表現される。各屋根に描かれた瓦は同一であり、瓦頭が半円
形の平瓦である。１階の屋根には４段、２階の屋根には５段描かれている。丸瓦・妻瓦などの表
現は確認できない。葺瓦法は瓦を千鳥状に重ね合わせる鱗葺状態を表現している。左右の建物に
も中央の建物と同じ段数の平瓦が描かれている。この浮彫は１３世紀に比定されている。
　また、図示していないが、同じくデリー国立博物館が所蔵するコナーラク遺跡出土の「ナラシ
ンハ王と臣下たち」と銘打たれた浮彫がある［東博・京博ほか編１９８４：第７４図］。この浮彫はグ
プタ朝のナラシンハ王が宮廷の采女にかしずかれている様子を表現したものとされており、掲載
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写真３　コナーラク遺跡出土浮彫
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第４図　インド亜大陸瓦関係資料③
した浮彫と構図も類似しており、同様の内容が表現されていると推測する。この浮彫の上部に二
階建て瓦葺建物が描かれている。建物の構造は図示した瓦葺建物と同様、三棟の連接する建物が
表現されており、三棟ともに寄棟構造である。この建物に表現された瓦も瓦頭が半円形の細長い
瓦である。
　この浮彫の製作時期も１３世紀（東ガンガ時代）に比定されており、この２事例から１３世紀のこ
の地域の瓦は半円形の瓦頭を有する細長い瓦であることが判明する。
ラトナギリ遺跡出土瓦（第５図９）
　コナーラク遺跡に近接するオリッサ州ラトナギリ遺跡から建物の内部に積載・保管された状態
の平瓦が多量に出土している［Mitra１９８１］。写真図版（図版ＣＬＸⅠＡ）を見る限りでは６列
４段に積載されており、総数は６００枚程度と想定できる。
　この平瓦の特徴は横桟に懸けるために瓦尻がＬ字形に折り曲げられ、突出部が形成される、長
手に比べて短手の狭いフラットタイル系瓦である（図版ＣＬＸⅠＢ）。瓦頭は半円形を呈して
いる。表には水切り溝は施紋されておらず、平滑に仕上げられている。写真図版を見る限りでは
胎土は明確ではないものの、焼成は堅固であると予想できる。
　出土した瓦の一般的な法量は３２×１１．５×（３．５～４．５）㎝、突出部の長さ２．０～２．５㎝を測る
［Mitra１９８１］。図面には３２．０×１１．５×４．０㎝、突出部２．０㎝で想定復元した平瓦を掲載した⑤。
　この瓦の製作された時期は１３世紀以降に位置づけられている。
コナーラク遺跡出土浮彫の瓦表現とラトナギリ遺跡出土瓦の比較
　コナーラク遺跡出土の浮彫の製作年代は１３世紀に比定されており、浮彫に表現された瓦は瓦頭
が半円形を呈し、細長い形態である。一方、ラトナギリ遺跡で出土した瓦も１３世紀に比定されて
おり、瓦頭は半円形である。コナ
ーラク遺跡とラトナギリ遺跡は近
接していることからも、１３世紀の
この地域で使用された瓦とその葺
瓦状態を示したものとして重要で
ある。
２．現代の瓦
Ａ．サヘート・マヘート遺跡周
辺の現代瓦（第６図）
　三枝信雅・蔵重忠昭両氏がサヘ
ート遺跡の調査時に実測された資
料である［三枝・蔵重］。第６図
に示したものは、チャクラ・バン
ダール村で使用していたローマ系
の瓦である。１１は平瓦であり、１２
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第５図１　モースの瓦分類
第５図２　ＵＰ州におけるローマ系葺瓦法
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第６図　インド亜大陸瓦関係資料④
は丸瓦である。色調はともに橙
色～赤褐色を呈する。
　平瓦は平面が逆台形を呈し、
幅が広いほうが瓦尻、狭いほう
が瓦頭である。両端はＬ字形に
折曲られている（突出縁）。長
手長２８．０㎝、最大幅３０．４㎝、瓦
頭幅２５．６㎝、瓦尻残存幅３０．４
㎝、厚さ１．６㎝を測る。長手と
短手の割合はほぼ１：１であ
る。両端の高さは左端３．２㎝、
右端３．０㎝を測る。
　平瓦は方形に引き伸ばした生
地の両端を折り曲げて製作するものと推測する。
　丸瓦は、葺き重ねるための段のある有段式（玉縁式）の半円筒形である。長手残存長２６．８㎝、
幅１２．８㎝、玉縁幅９．２㎝、厚さ１．２㎝を測る。製作技法に関して詳細は不明であるが、上杉彰紀氏
の調査［姶良町１９９９：２９頁］によれば、ビハール州ベーティヤー県ベーティヤーの瓦工房におけ
る丸瓦製作方法はロクロで筒状に引き出したものを、二分割していることから、この丸瓦も筒状
に作り出し、二分割した後に有段式に整形した可能性もある。
　葺瓦法は第５図１（Ｅ．Ｓ．モースの瓦分類）のローマ式本瓦葺を採用している（写真４）。
平瓦・丸瓦ともに釘孔は穿孔されておらず、写真４で明らかなように食物繊維を混ぜた粘土を充
填することにより固定している。
　Ｂ．サヘート・マヘート遺跡周辺の村々の瓦葺
　サヘート・マヘート遺跡近隣の村であるチャクラ・バンダール、カーンド・バリー、フセイ
ン・ジョーなどでは、ローマ系瓦が使用されている。
　姶良町歴史民俗資料館が編集・発行した『瓦歴』［姶良町１９９９］には、上杉氏が収集したシュ
ラーヴァスティーのローマ系の平瓦・丸瓦が掲載されている（２８頁）。この瓦はチャクラ・バン
ダル村やカーンド・バリー村などで使用されている瓦である。このローマ系の平瓦は横長であ
り、丸瓦は重ね合わせるための段のない無段式であり、長さも短い。同一地域で同じローマ系の
瓦を用いながら、平瓦の形態に若干の差異が確認できる。
　ここで、サヘート・マヘート遺跡が所在するシュラーヴァスティー、および近接する集落にお
いて現在使用されている瓦について確認できた範囲で葺瓦法とともにまとめておきたい。第１表
にサヘート・マヘート遺跡周辺で使用されている瓦とその葺瓦法を示す。
　また、サヘート・マヘート遺跡から約２０㎞にある、現在、関西大学のマヘート遺跡調査隊が宿
舎としているパティックホテルのある、バルラームプル市でも、ローマ系瓦を使用している。
　第１表から判明することは、サヘート・マヘート遺跡周辺の集落においては、ローマ系の瓦が
使用されるが、その形態に若干の相違が確認できる。葺瓦法はローマ式本瓦葺を採用している。
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写真４　サヘート・マヘート遺跡周辺の瓦葺
　一方、ＵＰ州のローマ系の瓦を使用する地域には、ローマ式本瓦葺以外の葺瓦法として、平瓦
を丸瓦（覆瓦）として転用したものや、通常のローマ式本瓦葺をした後で丸瓦の上にさらに平瓦
を渡す地域も確認できる。その分布範囲は明確にできないものの、ローマ系の瓦を採用する地域
でも葺瓦法や形態にかなりの地域色が確認できる可能性が高い。
　Ｃ．ネパール王国カトマンドゥ市所在現存寺院の瓦　―　上杉彰紀氏収集資料　―
  （第７図１３，写真５）
　ネパール王国の首都であるカトマンドゥ市はカトマンドゥ盆地のほぼ中央に位置しているが、
この地域ではサヘート・マヘート遺跡出土瓦と類似する平瓦が現代でも使用されている⑥。この
地域の瓦が上杉彰紀氏により収集された。氏によれば、この瓦はカトマンドゥ市にある小寺院の
周辺で収集したものである。したがって、実際に葺かれた建物および瓦葺状態が判明する貴重な
資料であり、葺瓦法を含めてみておきたい。
特徴・法量
　この平瓦の形態は平板であり、矩
形を呈する。裏面には溝が１条施さ
れており、古代インドにおける通有
形態の平瓦であり、「古代インド様
式」の範疇に位置づけることができ
る。法量は長手残存長１９．２㎝、幅
９．８㎝、厚さ１．８㎝、重量０．３５㎏を測
る。長手と短手の割合はほぼ２：１
である。法量はサヘート・マヘート
遺跡出土のＢ群とほぼ同大である⑦。
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第１表　サヘート・マヘート遺跡周辺における瓦とその葺瓦法
備　　　考葺　瓦　法瓦　の　形　式遺　跡・村　名
紀元前１～６世紀頃鱗　　葺古代インド様式サヘ トー・マヘ トー遺跡
イスラム教徒の村ローマ式本瓦葺ローマ系フ セ イ ン ・ ジ ョ ー
ヒンドゥー教徒の村ローマ式本瓦葺ローマ系チャクラ・バンダール
ヒンドゥー教徒の村ローマ式本瓦葺ローマ系カ ー ン ド ・ バ リ ー
ローマ式本瓦葺ローマ系カ ト ラ ー
ヒンドゥー教徒の村ローマ式本瓦葺ローマ系ラージャ・グレリハー
ローマ式本瓦葺ローマ系バ ル ラ ー ム プ ル 市
写真５　上杉氏収集の瓦
調整方法
　この平瓦の観察すると、表面には裏面の溝と重ね合わせるために左端に突起を作り出し、雨水
を流すための溝を中央よりナデて形成する。この溝は１条であり、重ね合わせのための溝と併せ
て２条水切り溝を形成している。水切り溝の上部・右側ともに長手に並行する方向にナデ調整を
施している。瓦頭・瓦尻ともに先端部が強くナデられており、その際に粘土がはみ出している。
　長手側面は指ナデにより平滑に仕上げており。中央がやや窪む。
　一方、裏面には表面から見ると右側、図面では左側に表面の突起と重ね合わされる１条の溝が
形成されるだけである。裏面の調整は粗雑であり、表面のように平滑には仕上げられていない⑧。
　色調は、橙色～淡褐色を呈しており、胎土はやや粗く、シャモット・砂・食物繊維および白雲
母・金雲母を含有している。シャモットのなかには土器片と呼ぶべきような大きさのものが含ま
れる。焼成は非常に良好であり、適度に堅固である。サヘート・マヘート遺跡から出土した同大
のB群と比較すると、この資料のほうが胎土は精緻であり、焼成も堅固である。
　葺瓦法
　上杉氏によれば、この瓦が使用された建物は鱗葺であるが、軒に対して直角に葺かれるのでは
なく、やや斜めに葺かれているということである。屋根への固定は粘土（漆喰？）を用いてお
り、釘は使用していない。
　Ｄ．ネパールの瓦関係資料
　上述した現存寺院に使用された資料と非常に類似する瓦がいくつか報告されている。第一はハ
リガオン遺跡出土瓦であり、第二はイ・バハ・バヒ僧院に葺かれていた瓦である。
ハリガオン遺跡出土の瓦（第７図１６）
　カトマンドゥ市に所在するハリガオン遺跡から出土した瓦は法量から大きく２区分（Ａ類・ 
Ａ’類）される［Verardi１９９２］。Ａ類は（１８．２～２０．４）×（８．６～１１．０）㎝であり、Ａ’類は（１９．２
～２４．３）×（１１．４～１２．５）㎝を測る。ともにサヘート・マヘート遺跡のＢ群および上杉氏収集資
料とほぼ同大である。Ａ’類を図示した。
　表面には、１～２条の水切り溝が施されるが、法量が小さいものに水切り溝が確認できない個
体があると報告される。水切り溝の上部はナデ消されておらず、釘孔部分にまで及んでいる。釘
孔は穿孔されないものと１孔穿孔されるものが確認できる。裏面には１条の溝が形成される。
　ハリガオン遺跡出土の瓦は１～１３世紀にかけての層位から出土しているが、Ａ’類が古い層位
から、Ａ類が新しい層位から出土することが多いと報告されている。
イ・バハ・バヒ僧院の瓦（第７図１５）
　日本工業大学［渡辺１９９７・９８］が解体・修復したカトマンドゥ市に所在するイ・バハ・バヒ僧
院の瓦も、この形態の瓦と同様である。この瓦は重ね合わせるための水切り溝１条のみ表現され
ているが、掲載された図版（挿図２―６―３０）を観察する限りでは、上杉氏収集資料と同様に重ね
合わせるための溝の右側にもう一条の水切り溝が確認できる個体もあることから、図面にはこの
溝を復元して水切り溝を２条として図示した。
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第７図　インド亜大陸瓦関係資料⑤
　瓦の法量は、数サイズに分類できるとされており、１９．０×９．０×１．８㎝ 前後、２０．３×８．８×１．８
ｍ前後、２２．０×１０．３×１．８㎝前後があるという。この３サイズの中では１９．０×９．０×１．８㎝が最も
多く使用されている。瓦の葺き替えが少なくとも３回あったことが判明していることから、葺き
替えごとに若干のサイズ変更があった可能性が高い。
　この僧院は瓦を軒に対してやや斜めに葺く鱗葺であり、上杉氏が観察した小寺院の葺瓦法と同
様である。第７図下段右側に報告書に掲載された葺瓦状態を図示したものを掲載した。図面の見
た目は本瓦葺のようであるが、実際には瓦は少しづつずらされる鱗葺である。長手方向の瓦の重
ね具合は長手長の１／２～２／３程度である。
　この建物が建立されたのは１７世紀の中ごろと推測されている。
３　結　語
　１・２章において、遺跡出土資料および現存資料について紹介したが、ここで簡単にまとめて
おきたい。
①　「古代インド様式」平瓦
　「古代インド様式」の瓦は、法量から大きく３区分することができる。①群はソーンク遺跡で
出土した（３２．０～３５．０）×（１９．０～２２．０）×（１．９～２．３）㎝であり、長手と短手の割合は３：
２、水切り溝の条数が４～８条の平瓦である。供用時期は紀元前１～紀元後３世紀頃である。②
群はサヘート・マヘート遺跡出土のＡ群と同サイズの平瓦である。法量は（２５．０～３０．０）×
（１４．０～１７．０）×（１．０～３．０）㎝を測り、重量は１．１～１．４㎏を量る瓦であり、長手と短手の割合
は２：１である。水切り溝数２～４条であり、供用時期は紀元前後から紀元後３世紀頃に位置づ
けることができる。③群はサヘート・マヘート遺跡出土瓦Ｂ群、上杉氏収集資料などの２０．０前後
×（１０．０～１３．０）×（１．５～３．０）㎝、０．４～０．６㎏を測る平瓦である。長手と短手の割合は２：１
と３：２のものがある。供用された時期は３世紀から現代までと長期にわたる。
　「古代インド様式」瓦は、小型化、水切り溝数の減少、調整の簡略化する方向にあり、紀元前
１世紀頃①群の瓦は確実に存在し、紀元前後（クシャーン朝併行期）に②群が出現、紀元前３～
４世紀にかけて③群が出現し、③群は現代まで継続的に供用されている。
　したがって、「古代インド様式」の平瓦は紀元前１世紀以前に出現し、クシャーン朝期～グプ
タ朝期を経て、現代まで使用されていることになる。しかし、インド亜大陸で独自に発展した
「古代インド様式」の瓦はインド国内では廃れてしまいローマ系瓦やフラットタイルにその場所
を奪われ、ネパールで現代まで命脈を保つのみである。
　ただ、そのネパールでも新たに葺き替えられた寺院には工業製品であるいわゆる「フランス
型」［坪井１９７６］が採用され、急速に伝統的な瓦から現代的な瓦への転換がなされており、早急
な調査が望まれる。
②　フラットタイル系
　インド国内においてフラットタイル系瓦の出土が報告されるのは、筆者が確認できた限りでは
今回紹介したラトナギリ遺跡のみである。これは他遺跡で出土していないのではなく、報告され
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ていないだけで、実際には複数の遺跡で出土している可能性が高い。
　ラトナギリ遺跡で出土したフラットタイル系瓦と関連する資料（第５図１０）がベンガル湾をは
さんだ対岸のミャンマーの遺跡から出土している［上原１９９７：p１００―１０１］。図示したのはラトナ
ギリ遺跡出土瓦と同時期のパガン時代（１１～１３世紀）のフラットタイル系瓦である。法量は、
２９．０×１３．０×１．３㎝前後、突出部の長さ２．４㎝である。この瓦は瓦頭が方形であり、表面のほぼ中
央に１条の水切り溝が施されている。ミャンマーではこの瓦よりも古く、あるいは新しく位置づ
けられるフラットタイル系瓦も出土しており、水切り溝を多数もつもの→中央に１条の溝をもつ
もの→水切り溝のないものという変遷過程が想定される［上原１９９７］。ラトナギリ遺跡と同様水
切り溝をもたない瓦は１５世紀前後に位置づけられている。
　インド亜大陸でのフラットタイル系瓦の出現、展開が明確ではないため、インドからミャンマ
ーへのフラットタイルの伝播というように早急には結論づけられないが、若干の形態差は確認で
きるものの同様の瓦がベンガル湾の両岸で同時期に供用・変遷していることは興味深い。
③　ローマ系平瓦
　ローマ式瓦はいまでもギリシア、イタリアをはじめとする多くの地域で採用されており、イン
ドでもおそらく主流の瓦のひとつである。サヘート・マヘート遺跡周辺の村落やシュラーヴァス
ティー、ゴンダー、バハーライチ県でもローマ系瓦が主流である。しかし、ローマ系の瓦といっ
ても上述したように同一地域内、同一村内においても横長のもの、縦長のものが混在している。
この形態的な差異が生み出された要因については現状では明確ではない。また、葺瓦法もローマ
式本瓦葺だけでなく、第５図２に示したような葺瓦法も確認できる。このような特殊な葺瓦法が
インドで独自に考案された葺瓦法であるのか、あるいは他建築様式から採用したものか現状では
判断できない。さらに、ローマ系瓦のインド亜大陸における出現（伝播）時期については全く不
明である。
さいごに
　発掘調査中あるいは遺跡見学の往来において、ＵＰ州の瓦を多く目にしたが、上屋構造である
ため地上からでは確認し難い上に、信仰の対象となっている建物や、塀で囲まれた私邸に使用さ
れるなど、葺瓦状況図を描くことのみならず実際に瓦を手にするのは至難の業である。こうした
状況の中で、瓦のメモを取りながら行動するわけであるが、近接しないと瓦の種類が不明なもの
があり、判断に迷う地域も存在する。その中で上述した「古代インド様式」、ローマ系、フラッ
トタイル系の他にも数種の瓦が使用されている。ヴァーラーナシー周辺では「フランス型」［坪
井１９７６］とされるような瓦が確認でき、ネパール・カトマンドゥでも近年葺き替えられた建物に
は「フランス型」の瓦が使用され始めているようである。また、建物の高さが瓦の形を確認する
には高すぎるため確認できないが、コロニアル様式の建物に使用された瓦は褐色を呈しており、
その形態は平板に近い瓦であることからフラットタイルと想定できる。そのフラットタイルは瓦
頭が半円形のものが多いようである。
　筆者が実見した資料は少なく、今回の資料は北インドが中心であることから南インドの瓦につ
いては様相が不明である。図録等に掲載された建物の屋根に見える南インドの瓦は北インドとは
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全く様相の異なる瓦も存在するようである。したがって、小論はインド亜大陸の瓦関係資料のほ
んの一部を紹介したに過ぎず不十分な点は否めないが、インド亜大陸の瓦関係資料の一端は紹介
できたと念じたい。
　小論を執筆するにあたり、上杉彰紀氏に多くの資料を提供いただいただけでなく、各資料につ
いてご教示いただきました。また、下記の方々にお世話になりました。銘記して深謝申し上げま
す。
　網干善教　上原真人　深尾淳一　深野信之　山口卓也　米田文孝
　〔補記〕
　脱稿後、タミルナードゥ州ヴァラム遺跡でフラットタイル系瓦が「古代インド様式」瓦ととも
に出土しているとのご教示を受けた。インド亜大陸でフラットタイル系瓦が確認された２遺跡め
である。次稿〔大谷２００１〕で両者の共件の意味について考えたい。
①　小論はインド亜大陸での瓦関係資料を紹介することを目的としているため、「古代インド様式」と
した理由は別稿に譲る［大谷２００１］。
②　釘孔数の相違は、サヘート遺跡報告書［大谷１９９７］では、瓦の葺かれる部位に起因する可能性が高
いと想定した。
③　マヘート遺跡から出土した後述するＡ群の瓦には水切り溝をナデ消した部分に３本の指を押し付け
て紋様かあるいは工房を示していると想定する「三つ指紋」を施している。
④　図示した瓦の法量は、６が３３．８×２３．７×２．１㎝、７が３４．３８×２２．１９×１．９３㎝を測る。
⑤　前稿［大谷１９９８］では、厚さ２㎝に復元したが、筆者の報告書の誤読であり、今回掲載した厚さに
訂正・掲載した。
⑥　この地域においても新たに瓦が葺き替えられた建物を観察すると、この形態以外の瓦が使用され始
めており、使用されているというよりも現存しているとしたほうが適切かもしれない。
⑦　大きさの比較のため、第７図１４にマヘート遺跡で出土したＢ群の瓦を図示した。
⑧　前稿［大谷１９９８］では、裏面調整の粗雑さを成形台からはがし易くするための、いわゆる「はなれ
砂」の痕跡としたが、長手の側面や裏面の溝にわずかであるが、粘土がはみ出した痕跡が観察でき、
簡単にヘラナデしているようにも考えることができることから、小論では裏面の調整方法に関して断
定は避けたい。
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大谷宏治　１９９７「建築用材」（［網干・薗田編１９９７］所収）
大谷宏治　１９９８「古代インドの建築用材－研究の現状と課題」『インド考古研究』１９
大谷宏治　２００１「インド・瓦の伝統―瓦の出現・展開とその要因―」『インド考古研究』２２（掲載予定）
三枝信雅・蔵重忠昭「サヘート遺跡出土の建築部材（特に屋根瓦と煉瓦）とその構築技法について」
（関西大学工学部卒業論文）
東京国立博物館・京都国立博物館ほか編　１９８４『インド古代彫刻展』日本経済新聞社
坪井利弘　１９７６『日本の瓦屋根』理工学社
宮脇　壇・中山繁信編　１９９９『WONDERING KATHMANDU』建築知識
渡辺勝彦　１９９７「ネパール建築の調査と修復」『おもしろアジア考古学』連合出版
渡辺勝彦編　１９９８『ネパールの仏教僧院』中央公論美術出版
図・写真の出典
挿図　第２図１・２　［網干・薗田編１９９７］より
　　　　　　３　　　［網干・高橋編２０００］より一部改変トレース
　　　　　　４　　　［網干・高橋編２０００］より
　　　第３図５　　　上杉彰紀氏撮影の写真からトレース
　　　　　　６・７　［Hartel１９９３］の図版より拡大トレース
　　　第４図８　　　上杉彰紀氏撮影の写真からトレース
　　　　　　９　　　［Mitra１９８１］をもとに筆者作成
　　　　　　１０　　　［上原１９９７］より拡大トレース
　　　第５図１　　　［上原１９９７］より
　　　　　　２　　　筆者作成
　　　第６図１１・１２　関西大学文学部考古学研究室図面提供
　　　第７図１３・１４　筆者実測
　　　　　　１５　　　［渡辺１９９８］より一部改変して拡大トレース
　　　　　　１６　　　［Verardi１９９２］よりトレース
　　　　　　１７　　　［渡辺編１９９８］より
写真　１　　　関西大学文学部考古学研究室提供
　　　２・３　上杉彰紀氏提供
　　　４・５　筆者撮影
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